第EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じゅうきゅう),十九)課　敬語
スタートテスト

問題I　どちらか適当な方を選びなさい。

1． 先生、あしたは何時の飛行機に｛お乗りになりますか　お乗りしますか｝。

2． 会長がご自宅に電話を｛おかけになりました　おかけします｝。

3． わたしはこの本を先生のおEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たく),宅)に{おEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とど),届)け
になります　お届けします}。

4． わたしは先生の荷物を｛お持ちになりました　お持ちしました｝

5． 田中さんはどんな新聞を｛読まれますか　お読みしますか｝。

問題II　どちらか適当な方を選びなさい。

1． 学生：先生はそのことについて何と｛おっしゃいましたか　申しましたか｝。

2． 社員：社長は朝、パンとコーヒーを｛EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(め),召)しEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あ),上)がる　いただく｝そうです。

3． 先生：森さん、今度外国へ行くそうですね。どうこへ行くんですか。

森　：人がポールに｛いらっしゃいます　まいります｝。

4． EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(りゅうがくせい),留学生)：先生、わたしがこの町を｛ごEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あんない),案内)なさいます　ご案内します｝。

5． わたしはきのう、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぎんざ),銀座)でおじ
に｛お目にかかりました　会いました｝。

ポイント１　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そんけい),尊敬)　Respect

（１）EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(けいい),敬意)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あらわ),表)すために、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あいて),相手)のすることをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たか),高)めて言う。

（２）形の作り方　お＋動詞ます形＋になります　書く→書き→書きになります。

問題１－１　(　)の動詞を尊敬の「おVになります｣の形にして、＿＿の上に書きなさい。

例　先生は黒板に｢静かに｣とお書きになりました。（書いた）
1． スミス先生はいつも日本語でお話になります。（話す）

2． ケリー会長は明日アメリカへお帰りになります。（帰る）

3． スリーエー社の社長は２時にお着きになります。(着く)

4． 会長、このコンピューターをお使いになります。(使う)
5． 金先生はソウナでお生まれになりました。(生まれた)

（３）EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とくべつ),特別)な形

	
	あの方が
	
	あの方が

	行きます
	いらっしゃいます
	言います
	おっしゃいます

	来ます
	いらっしゃいます
	見ます
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ごらん),御覧)になります

	います
	いらっしゃいます
	寝ます
	お休みになります

	します
	なさいます
	知っています
	ごEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぞん),存)じです

	食べます
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(め),召)しEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あ),上)がります
	Vています
	Vていらっしゃいます

	飲みます
	召し上がります
	Vてください
	お動詞ます形＋ください


· いらっしゃいます　→　いらっしゃる　なさいます　→　なさる
おっしゃいます　→　おっしゃる

· ｢特別な形｣がある動詞は「おVになります」の形を使わない。

例

見る　X　見になります　→　ご覧になります

例外　
飲む　O　お飲みなります
　O 召し上がります

問題１－２　(　)の中の動詞を尊敬の特別な形にして、＿＿の上に書きなさい。

例　秘書：　社長、あしたは何時に会社にいらっしゃいますか。(来る)

1． 社長はよくこのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゃしん),写真)をご覧になります。(見る)

2． 今、社長は部屋にいらっしゃいますか。(いる)

3． あしたは東京都の会議には校長先生がいらっしゃいますか。(行く)

4． 部長、きょうはお昼ご飯をどこで召し上がりますか。(食べる)

5． 教授がそのようにおっしゃいました。(言った)

（４）V（ら）れます

	動詞I
	書く→　書かない→　書かれる

	動詞II　
	見る　→　見られる

食べる　→　食べられる

	動詞III
	する　→　される

来る　→　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こ),来)られる


· 「おVになります」や｢EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とくべつ),特別)なEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かたち),形)｣よりEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そんけい),尊敬)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(どあ),度合)い
がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひく),低)い。

問題１－３　（　）の動詞を「れる・られる」の形にして、＿＿の上に書きなさい。

例　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せんぱい),先輩)、もうレポートは書かれましたか。（書いた）

1． 先輩、コーヒーを飲まれますか。(飲む)
2． 課長、これは今朝の新聞です。読まれますか。(読む)

3． 社長は、毎日７時から散歩されるそうです。(散歩する)

4． 課長、新しいコンピューターを買われるんですか。(買う)

5． 先生はもう帰られました。(帰った)

6． 先生はあした何時に学校へ来られますか。(来る)

7． あなたのお父さんはこの問題について何と言われましたか。(言った)

8． 先輩、今度の大会に出られますか。（出る）

9． この映画、もう見に行かれましたか。（行った）

10． 店長、お疲れのようですね。少し休まれた方がいいですよ。（休んだ）
ポイント２　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(けんじょう),謙譲)
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(けいい),敬意)を表す人にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たい),対)して、わたしかわたしEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(がわ),側)の人のすることをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひく),低)めることによって、相手に対する敬意を表します。

形の作り方　お／ご　＋　V連用形＋　します／いたします

持つ　→　持ち　→　お持ちします／お持ちいたします

案内します　→　ご案内します／ご案内いたします

？？　「ご」＋形動詞＋します／いたします

（１）EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(けいい),敬意)を表す相手のいる行為に使う。

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ごうかく),合格)したときを先生にお知らせしました。

（２）敬意を表す相手のいない行為には使わないように注意。


X　夜はいつも本をお読みします。


O　夜はいつも本をよみます。

問題２－１（　）の動詞を謙譲の「お／ごVします」の形にして、＿＿の上に書きなさい。

例　きのう、先生にこの本をお送りしました。（送った）

1． そのことはわたしから田中先生にお話しします。（話す）
2． あした、この本をスミス先生にお返しします。(返す)
3． わたしはここで社長をお待ちします。（待つ）

4． きのう、この写真を先生にもお見せしました。（見せた）

5． せんせい、旅行のスケジュールは、後でわたしがお知らせします。（知らせる）

6． わたしの結婚式に田中先生をご招待しました。（招待する）

（３）特別な形

	
	わたしが
	
	わたしが

	行きます
	まいります
	言います
	申します

	来ます
	まいります
	見ます
	（先生の絵を）EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はいけん),拝見)します

	います
	まります
	聞きます
	（先生に）うかがいます

	します
	いたします
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ほうもん),訪問)します
	（お宅に）うかがいます

	食べます
	いただきます
	会います
	おEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(め),目)にかかります

	飲みます
	いただきます
	もらいます
	いただきます


問題２－２（　）の中の動詞を謙譲の特別な形にして、__の上に書きなさい。
例　わたしはわした１０時に先生のお宅へまいります。（行く）

1． 先生がお作りになった料理をいただきます。（食べる）

2． わたしは先生がお帰りになるまで、ずっとここにおります。（いる）

3． 社員：わかりました。その仕事はわたしがいたします。（する）
4． 展覧会で先生がおとりになった写真を拝見しました。（見た）

5． きのう、社長のお宅にうかがいました。（訪問した）

ポイント３　聞き手に対して、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ていねい),丁寧)な気持ちを表す特別なEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ことば),言葉)
Nです。　→　Nでございます。　Nがあります。　→　Nがございます。

店、駅などのお客を相手にするEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ばしょ),場所)や、サービスのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ばめん),場面)でよく使う。
＜店で＞パンの売り場はこちらでございます。

ワインはフランスのとイタリアのがございます。

ポイント４　使い方のルール

	敬意を表す人（目上
の人）に言わないこと。

	X　相手のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(よっきゅう),欲求)を聞く
	Xコーヒーが飲みたいですか。→　コーヒーでもいかがですか。
X何か召し上がりたいですか。→何か召し上がりますか。

	X　相手のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(のうりょく),能力)を聞く
	X運転できますか。→運転なさいますか。

目上の相手に対して、相手が出来なければ恥ずかしい
と思うことについては、「出来ますか」という形では聞かないほうがよい。

	X　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おんけい),恩恵)の押し付け

	X荷物を持ってあげます。→　荷物をお持ちしましょう。


問題４　どちらか適当な方を選びなさい。
１．＜急にあめが降ってきたときに＞

このかさ、貸していただけませんか。あした｛返してあげます　お返しします｝。

２．学生：先生、その本、重そうですね。わたしが｛持ってあげます　お持ちします｝。

３．秘書：社長、新聞を｛お読みになりらいですか　お読みになりますか｝。

４．学生：先生、忙しそうですね。｛手伝ってほうしいですか　お手伝いしましょうか｝。

５．＜社員が部長にお茶持ってきて＞

社員：部長、｛お茶でもいかがですか　お茶が飲みたいですか｝。
6． 学生：先生、｛スキーが出来ますか　スキーがなさいますか｝。

問題５①~④の敬語を普通けいにして、__の上に書きなさい。

＜ホテルのフロントで＞

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うけつけ),受付)：いらっしゃいませ。

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こばやし),小林)：部屋を予約してEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(お),置)いた小林ですが・・・。

受付：小林さんでいらっしゃいますか。①お待ちしておりました。


こちらにお名前とご住所をお書きください。
小林：これでいいですか。

受付：はい、ありがとうございます。お部屋は③６０５でございます。


こちらの者が④ご案内いたします。

1 待っていました　②書いてください　③です　④案内します

問題６　（　）の言葉を敬語にして、__の上に書きなさい。

１．＜事務所の受付で＞

田中課長：すみません。誰かわたしのところに来ませんでした。

受付　　：はい、さきほど
、山田様と言うまたがいらっしゃいました。（来ました）


あちらの部屋で待っていらっしゃいます。（待っています）
２．＜社長にインタビューをする＞
記者：
では、社長EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(よろ),宜)しくおEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おねが),願)いいたします。


社長は子どもの頃はどちらにいらっしゃいますたか。（いました）

社長：
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きゅうしゅう),九州)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かごしま),鹿児島)で生まれて、鹿児島でEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そだ),育)ちました。

記者：
暖かいところですね。１８歳の時に東京へいらっしゃった(来た)


そうですが、東京でお一人でしたか。

社長：
いいえ、兄といっしょでした。

記者：
そうですか。その頃は社長もご自分で料理なさいましたか。（しました）
社長：
ええ、しましたよ。

記者：
では、社長の趣味についてうかがっても(聞いても)よろしいでしょうか。

コラム　Column

「まいります」「おります」

聞き手に対してていねいな気持ちをあらわすために、(自分以外のことにも)「まいります」や「おります」をつかうことがあります。

＜駅のアナウンサ＞４番線にまもなく
電車がまいります。

＜手紙＞暑くなってまいりましたね。


毎日暑いが続いておりますが、お元気でしょうか。

大切なEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふくし),副詞)　次の副詞は使える文にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せいげん),制限)があります。

	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かくしん),確信)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すいりょう),推量)を表すと一緒に使うもの

	たしか(確か)
	たろう君はたしか今年EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はたち),二十歳)です。

	きっと

	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かのじょ),彼女)はきっと来ると思います。

	たぶん

	あしたはたぶん雨でしょう。

	もしかしたら

もしかすると

	もしかしたらいい知らせがあるかもしれません
。

	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かてい),仮定)を表す文と一緒に使うもの

	もし(若し)　IF
	もし１００万円あったら、どうしますか。

	どんなに
（How）
	どんなに安くても、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(い),要)らないものは買いません。

	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(けいぞく),継続)を表す文と一緒に使うもの

	しばらく（暫く）
	ここでしばらく待っています。

	ずっと

	夕方まですっとサッカーの練習を続けます。

	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きぼう),希望)やEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いし),意志)を表す文を一緒に使うもの

	ぜひ(是非)

	来年はぜひ富士山にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(のぼ),登)ってみたいです。


�届ける 【とどける】 (v1,vt) to deliver; to forward; to send;


�叔父 【おじ(P); しゅくふ】 (n) (hum) uncle


� 度合(P); 度合い(P) 【どあい】 (n) degree; extent;


� 目上 【めうえ】 (n) superior(s); senior;


� 恥ずかしい(P); 羞ずかしい 【はずかしい】 (adj) (See � HYPERLINK "http://ryouko.imsb.nrc.ca/cgi-bin/wwwjdic?1MDJ%B5%A4%C3%D1%A4%BA%A4%AB%A4%B7%A4%A4" �気恥ずかしい�,� HYPERLINK "http://ryouko.imsb.nrc.ca/cgi-bin/wwwjdic?1MDJ%BE%AE%A4%C3%C3%D1%A4%BA%A4%AB%A4%B7%A4%A4" �小っ恥ずかしい�) shy; ashamed; embarrassed;


� 押し付ける(P); 押しつける 【おしつける】 (v1,vt) to press; to push; to force;


� 先程 【さきほど】 (n-adv,n-t) some time ago;


� 間もなく(P); 間も無く(P) 【まもなく】 (adv) (1) soon; before long; in a short time;


� 屹度(P); 急度 【きっと】 (adv,n) (1) (uk) surely; undoubtedly; certainly; without fail;


� 多分 【たぶん】 (adv,n) perhaps; probably;


� 若しかしたら 【もしかしたら】 (adv,exp) (uk) perhaps; maybe; by some chance;


� 若しかすると 【もしかすると】 (adv,exp) (uk) perhaps; maybe; by some chance;


� かも知れません 【かもしれません】 (exp) (uk) may; might; perhaps; may be; possibly;


� どんなに (adv) how; how much;


� ずっと (adv) (1) all along; the whole time;


� 是非 【ぜひ】 (adv,n) (1) (uk) certainly; without fail;
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